
大学院Ｍ・D合同演習について 

関西大学大学院文学研究科 地理学教室（担当：野間） 

日 時：2019年7月21日（日） 13：00～17：15 

（全員12：45集合、13：00開始，時間厳守）終了後，コンパを近くで実施予定 

場 所：関西大学梅田キャンパス（大阪市北区鶴野町１） 605（6階）教室 ※24席 

発表・質疑時間：1人当り 25/30分（M1は発表 15分，質疑

10分、M2は発表20分、質疑10分）。発表レジュメ：1人A4

用紙，枚数は随意，16部印刷。タイトルの下に英文タイトル，

キーワード（6つ程度，英文も）をいれること。司会・準備は

M1で分担してやってください。今回は梅田キャンパス（一階

はTSUTAYA，エレベーターで6階へ）で実施します。レジメ

あらかじめ院生室等で印刷して持参ください。パワポ可。 

その他：卒業生の参加も歓迎です。懇親会は幹事へ連絡のこと。 

発表者と論題 

趙 欣鑫（13：00～13：25）M1 

 ジオパークによる海岸域の地域活性化  

―室戸世界ジオパークを事例に― 

 Local revitalization of coastal area by the geopark project: A case of Muroto UNESCO Geopark, 

Kochi Prefecture 

李 嘉文（13：25～13：50） M1 

中国黄酒酒造業の地域性とその特徴 ―紹興酒の事例から― 

Regional variety of brownish-orange Chinese rice wine (Huangjiu) and their characteristics 

海 思琪（13：50～14：15）M2（3年コース） 

企業城下町としての岩国・大竹地区 ―山口県和木町の地域史から考える― 

Iwakuni-Otake industrial complex as company town clusters: A case study of Waki Town, 

Yamaguchi Prefecture 

徐 雨辰（14：15～14：40） M研究生 

日本における甘蔗栽培と製糖の技術史―植村正治『日本製糖技術史:1700~1900』と「甘蔗栽附ヨリ

砂糖製法仕上ケ迄ノ伝習概略記」 (讃岐)の紹介を中心として― 

  The history of technology of sugarcane cultivation and the sugar manufacture in modern and early 

modern Japan: Uemura Masaharu’s “History of sugar manufacture in Japan:1700-1900” and 

“Sugar cane cultivation and sugar manufacture manual in Sanuki)  

＜休憩＞ 14：40～14：50 

桑名友太（14：50～15：20）M2 

奈良盆地と盆地周縁に分布する環濠集落の残存状態と現状 

Present remaining condition of moated villages in Nara basin and its surroundings 

中井 香月（15：20～15：50）Ｍ2 

黒潮影響下にある日本列島太平洋沿岸地域のサンゴ礫の帯状分布 

Zonal distribution of coral rubble in the Pacific coastal beaches of the Japanese Islands under the 

influence of the Kuroshio Current 

松川昭太朗（15：50～16：20）M2 

鉄道の観光利用と海水浴 

Public tourism by railways and sea bathing in Japan with historical and cultural perspectives  

安田 えり（16：20～16：50）M2 

民俗的まなざしから見た村落空間 ―大津市和邇川流域を事例に― 

Village space from a folklore gaze：A case study of the Wani River basin, Shiga Prefecture 

コメント（16：50～17：30） 

慰労会をかねたアフターセッション（18：00～20：00） 欠席の方のみ連絡下さい。 

「べじとん」＊韓国料理 サムギョプサル（豚）食べ飲み放題 会場から5分 JR京都線高架下 

 住所  大阪市北区中崎西3-3-15 JR高架下第37号  電話 06-4802-3888 負担金 約3200円 


